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① 章 節

③ 事業内容
（手段･手法など）

④ 目　的
（何のために）

⑤ 対象及び人数
（誰･何を対象に）

⑥ 現在の実施方法

内 千円 0.5 　人

訳 千円 0.2 　人

国・府から
の補助金等

0円 使用料・手数料 その他 0円

◎ 見直しを検討している事業

◎ 積極的に市民の意見を取り入れたい事業

◎ 市単独事業

⑨

目　　標
（目指すところ）
※より具体的に記
入

⑩ 事業の現状

⑪
目標と現状の差
（課　題）
　⑨－⑩

　

事業番号 

事業シート（概要説明書）

事　業　名 生活道路整備事業 総合計画体系 04安全安心都市 09道路

② 細事業名 生活道路整備事業
担当部・課 都市建設部 道路管理課 事業開始年度　 昭和58年度

根拠法令 道路法第３条

・（Ａ）：アスファルト舗装又は（Ｂ）：ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装・（Ｃ）：舗装工事の付帯施設としての路面排水施設・舗装工事の付帯施設としての簡易土留
め・（Ｄ）：転落防止柵　機能回復のための構造物設置　　⇒（Ａ）～（Ｄ）については、様式２号にて写真掲載
※生活道路とは、道路法第３条（高速自動車国道・一般国道・都道府県道・市町村道）以外の道路をいう。

一般交通の用に供され、公共性が高く、かつ、整備する必要のある里道、私道その他の道路を整備することにより、住民の福祉の向上に
寄与すること

築造後２０年を経過しているもの。市立の小中学校長が通学路として認定している路線。一端が公道に接し、沿道の利用戸数が５戸以上
である路線

外部委託　※委託業者は右記詳細のとおり （詳細：　　　工事発注　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

平成２３年度予算 直接経費（A)の内訳

⑦

コ
ス
ト

直接経費（A) 10,660 千円

工事請負費10、000千円　原材料費660千円

人件費（B)
※（C)+(E) 4,370 千円

担当正職員：概算人件費（C)
（H22決算平均給与8,260千円×従事職員数） 4,130 従事職員数（D)

臨時職員他（嘱託・アルバイト）人件費（E) 240 従事職員数（F)

【解決策】
材料支給、補助金支給制にする
補助金にした場合、補助率をどうするか、工事金額の算定をどうするかなどの
問題がある。地元主体となるため、町会等の負担が大きくなる。

総コスト
（A)＋（B) 15,030 千円

財源内訳（収入）

0円 一般財源
（市債含む） 15030千円

※　事前概要説明会開催後に記入

⑧
対象事業の
抽出の視点
（選考優先順位）

市の直接工事ではなく、材料支給、補助金、助成金等に変更していきたい。

毎年10件ぐらいの相談が寄せられ、そのうち整備基準に合致するもの7～8件を受け付けているが、以前からの要望を順次、実施している
ため、2～3年後の施工となる。要望があっても、実施するときになると、地権の問題等で調整が必要になることがあり、職員の負担も大き
い。

事前相談で整備基準に合わず、材料支給となる場合、工事費の負担を町会が持つのか、地元関係者で持つのか決まらず、本申請が出な
い場合がある。

⑫

解決策と論点

（⑪の課題
　の解決策
　と問題点）

様式１号 

市側の事前論点 最終論点 



　　　　　　　　　　　　生活道路の年度別実施状況 　　　　　　（単位：千円）

年　度 　　　要　望　数 　　施工個所数 　　　　残件数 金　　額 1件当たり

単年度 累計 単年度 累計 単年度 累計 保留分数量 累計 単価
H６年度まで 338 326 12 12 366,000 8 1,123 S58～実施
H７年度 14 352 14 340 0 12 48,000 8 3,429
H８年度 24 376 24 364 0 12 42,400 8 1,767
H９年度 27 403 27 391 0 12 49,200 8 1,822
H10年度 18 421 16 407 2 14 38,900 2 10 2,431 ピーク
H11年度 23 444 21 428 2 16 44,500 10 2,119 3年待ち
H12年度 17 461 16 444 1 17 53,000 1 11 3,313
H13年度 24 485 21 465 3 20 42,300 11 2,014
H14年度 13 498 12 477 1 21 25,300 11 2,108
H15年度 13 511 9 486 4 25 26,700 3 14 2,967 約2年待ち
H16年度 12 523 12 498 0 25 28,109 14 2,342
H17年度 12 535 10 508 2 27 21,494 1 15 2,149
H18年度 11 546 11 519 0 27 17,827 15 1,621
H19年度 14 560 13 532 1 28 14,441 15 1,111
H20年度 11 571 9 541 2 30 23,242 15 2,582
H21年度 7 578 5 546 2 32 10,942 15 2,188
H22年度 8 586 9 555 -1 31 9,924 15 1,103
H23年度 1 587 7 562 -6 25 10,660 15 1,523 小塩、加賀田 2件継続事業
H24年度 全体平均額
計 587 562 25 872,939 15 1,553 千円/件

※H17.7に要綱等を見直した 実質残件数　10件
Ｈ23年度については予定

平成17年度　松ヶ丘生活道路整備工事（Ｂ） 平成21年度小山田町生活道路整備工事（Ａ）

楠町東生活道路整備工事（Ｄ） 野作町生活道路整備工事（Ｃ）

松ヶ丘生活道路整備工事（Ｂ）
※写真タイトルの（Ａ）～（Ｄ）については、
　　　　様式１号③事業内容での写真説明です。

様式2号

備　　考

平成１７年度より、要綱改正に伴い、要望数・施工箇所数には原材料支給件数も含まれています。




